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本研究は30馬力ホイルトラクター利用による甜菜栽

培の作業技術体系並びにトラクター作業量と経済性につ

いて若干の検討を試みたものである・

作業技術については機械の改良開冤に上って更に改巻

すべき点はあるがト現段階においても十分トラクク．利

用による機械化－H栽培は可能であり，トラクター1台

に対する負担面班は約30ha　と推定される・耕作所要

労力はlha　当約周00時間で慣行に比して約1／4である・

又トラクター利用による経済性はトラクター利用面楔が

15ha以下になる場合は慣行よりも高くな少，利用面

頓が30haになると慣行に比較してlha当約茄・腑）

円の経費の節減となる．

更に今後，甜菜栽培の機械化，省力化を図り，トラク

ター利用面額の拡大を図るためには，特に間引作業の省

力化が大きく影響し，この点から単胚種子の利用性につ

いて検討がなされるべきであれ又高性能を移植機の開

発が望まれるところである・

尚トラクターの効率的な利用と経済性については実際

的な作付体系と地域性の中において更に検討する必要が

ある．

て　ん　菜　の　養　分　吸　収　に　つ　い　て

島田晃雄・蜂ケ崎君男・小野謙治

（青森県疫試）

1．　ま　え　が　尊

青森県における甜菜の栽培面積は，最近急速に伸展し

主要夜畑作物と投身つゝあり，その多収省力栽培技術の

確立が軍籍されている．しかし甜菜の養分吸収に関する

資料は比較的少い現状である・

そこで，甜菜に対する合理的肥培管理を確立するため

の基礎資料を得る目的で，甜菜の生育に伴う養分吸収に

対するNの施用量及びNL添加の影塁について昭和87

年度当場古間木支場の協力のもとに調査したので報告す

る．

2．　拭　瞼　方　法

1　試験場所　　青森県農試古間木支場

え・試験地土壌　　腐植質火山灰土壌

a　試験設計　　が用量；い．4，8，12．16Kク／108

の5段階．NL　添加；0，8，16軸／108とLNa2SO。

及びllaelを用い，更に無加里NA（NACJ－）8Ⅹグ／10a

区の言十6区．分析用抜取区として本試験に併設し，N用

量については7回，ML　添加については4回夫々試料を

採取し，熱風乾燥を行ない粉砕して分析に供した．

施肥畳；N8，ちq12，E208，堆肥1．邪消石灰1紗Ⅹグ

／108

供試品種；導入2号　　播種；4月22日

栽植密度；瞳巾55m挟間20亡償　9．（加扶／10a

さ．　試験結果及び考察

し　生育及び収量

5－6月は原調に経過したが，7月下旬から8月にか

けて乾躁状態が続き，茎葉が下垂萎凋し生育の停滞がみ

られた．9月に入力降雨が続き生育は再び旺盛となった

が，N多用区においでも例年の如き過繁茂状態とならず，

また病書の被害も少く収懐期を迎えた．

収量は，第1，2衰（古間木支場調査）に示す如く一

般に高収量となった．
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第1表　Ⅳ用量試験収量調査（3区平均）
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　 項

区　 巨

頸 凛　 二重 根　　　 重 横 中糖分 純 糟　 率 欠 珠　 率

T ／R

分 岐　 根 根 腐r　病

名 EF／ 10 a R，／ 10 a 指　　 数 喀 多 痴
個 数 率　痴 罷 病 率　夢

N　 O 区 2，亜2 4．m ≦裕 18．17 埠．56 2．6 0．52 5．6 3．0

N　 4 区 8，鑑汀 5．4虹） 110 17．封 瓜．03 0．8 0．63 14．4 1．4

N　 6 区 3．3槌 4．朋汀 96 18．16 訂．76 9．5 0．71 望．8 15．4

Ⅳ　 8 区 3．《妃 4．㈲ 100 17．52 払．16 15．4 0．73 王妃．0 14．5

N l O 区 4，5a） 5．2汀 106 17．18 釘．48 2．9 0．87 32．5 6．0

N 1 2 区 3．715 4．5恥 91 17．2 7 釘．17 12．5 0．皮 2 ．6 15．5

N 1 4 区 4，1釦 4．度汀 ！冷 17．32 ぎ7．度） 8．4 0．鉱 20．9 11．6

N 1 6 区 4，個） 4．嘲 91 17．お 釘．王2 15．7 0．卯 別．9 15．7

第2表　Na効果試験収量調査　（3区平均）

項 霧巨葉　 重 根　　　 重 根 中 糖 分 純 ．糖　 率 l 欠 株 車

T ／ R

分 岐　 恨 根 腐　 病

区　 目

名
晦／ 10 a Eグ／ 10 a 指　　 数 痴 多 喀

個 数 率　痴 雁 病 率　多

標 準　 区 3．盈 4．Ⅵ汀 100 18 ．14 度し鍼 7．0 0 ．6 9 15 ．7 11 ．0

芝 硝 4 区 8，任汀 5 ．卸 112 17 ．鍼 度目訂 2．2 0 ．70 詔 ．5 4 ．5

〝　 8 区 3，讃汀 5．祖 ） 114 18 ．15 紗 ．03 5 ．9 0 ．飴 劫 ．1 8 ．9

〝 】2 区 3，節8 5 ．410 114 18 ．14 瀞 ．17 2 ．2 0 ．成 17 ．1 9 ．8

■ 16 1王 1　 3，叙汀 5 ．3問 114 18 ．15 渉 ．（》 2．2 0 ．72 17 ．2 4 ．1

食 塩 4 区 3．510 5 ，m 107 18 ．（短 釘 ．95 3 ．7 0 ．偽 15．6 9 ．5

〝　 8 区 3 ．甜 7 5 ．n O 110 17 ．92 便り翌 3．7 0 ．任I 皿 ．7 6 ．7

〝 ：ほ 区 3．9α） 5 ，2 汀 111 17 ．66 87 ．11 5 ．5 0 ．75 2 1．8 9 ．7

〝 16 区 3 ，8迫 5 ．加 114 18 ．げ7 朗 ．81 2 ．2 0 ．m 19 ．6 10 ．5

N施用量による根部収量は有意差がみられない・　　　　生育に伴う生体重及び乾物重の推移は第1回に示す如

ya　添加についてみると，苦硝区14多，食塩区10

釘程度と根部収量の増加が顕著である．
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第1囲　生育時期別生体重，

之　生育に伴う無機成分含有率の推移

第2，3図に示す如く，810才を除き他の無機成分は生

育初期に高濃度を示し以後低下の傾向を示している．頸

葉部にかける含有率の最も高いのはK20で，次いでⅣ，

肺㌔〇・CaOの順を示している・根部ではK20，Nの順に

生育初期はかを少高津まを示しているが，他の成分は低

く生育による変化も小さい．

くである

乾物重の推移

部位別には各成分とも垂薫に高浪鹿を示すが，薫身に

最も高いのは凡CaO，MgOトMnOであわ，棄身，・葉柄とも

にあまカ差のないものはち05］ち0，Na20，8102　と

在っている．頚部は殆んどの成分が根部工少高い傾向に

ある．

a　生育に伴う無機成分吸収量

第4図に示す如く各成分とも生育量の増大と共に増加
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収穫期における108当各無機成分吸収量をN8晦区

の収量から算出すると第3表の通力で，最も吸収量（奪

取量）の多いものはち0で施肥量の約2倍を示し，N㌔0

は枯葉にエ少土壌に還元される畳も多いが約10晦が奪

取されている．又，大部分は頚兼部に占められ，ア30才ま

約50帝と低いが，他は60～70多であれ殊にNa20

は約90啓が頚東部に存在している・

塩島務脇名幕　鳥
第2回　生育時期別含有率

するが，葦薬における吸収塁に支配され生育初期では鮒

痴以上を占め後期ではほゞ等しくなる・殆んどの成分は

9月上～下旬に最高に達し，以後粕々低下の傾向がみら

れNa20の低下割合が著しいようである・吸収能率の最

も高い時期は，6月中旬から7月下旬で約50日間に全

吸収量の50努を吸収している・

第 3 未　 収 懐 期 にお け る無 機 成 分 吸 収 量

加■ P ．0 ． R 20 m ㌔ 0 C a O M g O M n O B i O 2

吸 収 量

晦／ 10 a

頸　 乗 9．6 1．8 19．1 9 ．3 7．1 2 ．7 0．0 8 8．0

横 6．8 1．9 10 ．5 1．4 2．4 1．7 0．（裕 l l．2

； 4．2計 15．9 3．7 盟 ．6 10 ．7 9 ．5 4．4 0．14

頸 菜 部 指数 61 亜 臨 釘 75 （2 王汀 n
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第3図　生育時期別含有率

A N施用畳の養分吸収に及ぼす影響
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ゼ）各部位及び根部

第2，3区に示す如くⅣ含有率は，Nの施用畳に伴い

高くなる傾向を示し，特にN16Eク区では終始各部位と

も高燕麦を示している．その他の成分ではNa含有率が

N施用量に伴い若干低下する傾向がみられるが判然とし

な、．．

吸収量についてみると，第4図の如く生育鼠に支配さ

れるためⅣ掩用量に伴い増大する傾向がみられるが，Ⅳ

施用量による差を指数でみると生育初期に顕著にみられ

る．

町吸収丑の時期別吸収経過をみると，N施用畳による

147

部位別吸収割合については明らかな差はみられない．し

かし，第5図にみる如く頸葉部においては7月から8月

にかけて，根部においては8月下旬から9月にかけて，

夫々N多用区が急激に吸収量が多くなる傾向がみられる．

毘　Na　添加の養分吸収に及ぼす影砕

NL　添加の影響は第6図に示す如く，生育初期におけ

るK20及びⅣ㌔0含有奉に反映し，Ha添加夏の増大に

伴い㌔0含有率は低下しm㌔0含有率が高くをる傾向を

示している■陽イオン当貴比（第4表）をみると，Na

添加によりⅩ，Ⅳaの含量においても増大してお力，甜

菜の耶L K対する柄極的吸収がうかがわれる．しかし，
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第4表　陽イオン当量比
包 項 目

部 位
K N a K ＋ N a E N a

部位
Ⅹ

名 ＼ 皿．0 皿．0 皿．e 五十 N a E ＋ N a 皿．8

標　 準

頸

葉

a 5 ！過 恥 0．70 0．剥

根

部

16 4 3 4 1≦喝 0．83

苦 硝 8 18 6 a O 346 0．劫 0．61 1釦 70 2m ） 0．伍

〝 16 1盈 242 3伍 0．84 0．66 1別 8 1 劫5 0．00

食 塩 8 145 199 各班 0．42 0．5 8 1訂 66 邪 0．（汀

〝 16 1鉱 盟 訂5 0．86 0．朗 145 訂 2 蛤 0．62

ム加 里

食 塩 8

卵 2花 器1 0．三石 0．75 93 112 却5 0．45

標　 準

頚

部

1訂 104 241 0 ．5 7 0 ．亜

根

部

42 17 59 0．m

苦 梢 8 1鴨 19 9 3（汀 0 ．缶 0．6 5 】迅 14 42 0 ．6 7

〝 16 110 16 1 m 0．4 1 0．盟 31 皿 5 1 0 ．6 1

食 塩 8 111 116 2 訂 0．49 0．51 迅 19 5 7 0 ．49

′ 16 114 12 4 2払 0．48 0．52 3 1 却 5 1 0．6 1

ム 加里
食 塩 8

1釦 1偽 芸格 0．一班 0．王箔 恕 汐 詑 0．75

六
　
月
十
　
日

月
二
　
十
三
　
日

生育後期にはかゝる関係はみられない．

クリューゲル，リューデック等によれば，甜菜はNa

だけでは効果がなく，瓦と併用すると効果があ少，Ⅰ8

は瓦の吸収を盛んにするがRの機能の代用は出来をいと

いわれている・又一般的にはNa KEの本来の機能（合

成作用に関する作用）については代替出来をいが，瓦の

一部の機能（有機酸の中和，細胞膜や轍維組を強敬にナ

る作用）については代替するといわれて居カ，この様を

ことから作物の種類にエカ効果を示すものとみられてい

る．

ドイツにおいては土壌中の置換牲paが80呼以下の

場合に効果がみられるといわれ，岩手農試忙おいても同

様の結果を得ているが，当試験地土壌の置換性yaは10

呼程度であわ，恥の効果が高かったものと思われる．


